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中国・朝鮮の旧日本租界研究をメインテーマにした第

一期・第二期の活動において、共同研究者各自の関心に

基づく調査や研究報告を行い、収集した資料も相当量に

上り、取り組んだ関連テーマも多様な広がりを示してい

る。しかし、とくに第二期では各自の研究に委ねる状況

にとどまってしまった点もある。第三期ではその点を克

服し、資料の整理と現況調査を継続し、これまで足を踏

み入れていない沙市や東北の旧租借地や旧鉄道付属地に

ついても調査を行い、その際、現地で日本人が発行した

新聞、雑誌類についても分担して調査を行う。また、予

定通りには進んでいない朝鮮の旧日本租界についても、

基礎となる現地調査を行い、その上で、これまでの研究

の締めくくりとなるような共同研究の成果を公刊する計

画である。

海外神社跡地に関わる共同研究班は非文字資料研究セ

ンターの第2期目から始まったので、共同研究班とし

ては今期が2期目となる。

神奈川大学での海外神社跡地の研究は、2003年の

21世紀COEプログラムの共同研究班から始まったも

ので、途中の3年間の空白期間を除いても、10年の歴

史を刻もうとしている。

海外神社そのものの研究はそれ以前から長い歴史を持

つが、我々が手掛けている海外神社跡地の研究、すなわ

ち日本帝国の崩壊と共に機能を停止した海外神社の跡地

が、その後どのように景観を変化させ今日に至っている

のかという研究は、全く私共が新しく切り開いてきた研

究課題であり、今や国内はいうまでもなくアジアを中心

に世界的にも神奈川大学の名前と共に大きな注目を集め

つつある。このことは、本共同研究班がアップしている

海外神社のデータベースのアクセス状況を見ても明瞭で

あり、非文字資料研究センターは、各国・各地の海外神

社研究及びその跡地研究のネットワークの結節点として

の役割を果たしている。

今期の3年間においては、未調査の朝鮮民主主義人

民共和国（北朝鮮）及び東南アジア（フィリピン、イン

ドネシア）地域の調査を行うと共に、データベースを充

実・完成させ、さらに、これまでの調査結果を写真集と

して刊行して、一応の締めくくりとしたい。
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3. 中国・朝鮮の旧日本租界

大里　浩秋（非文字資料研究センター研究員 / 研究班代表）
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4. 海外神社跡地のその後
中島　三千男（非文字資料研究センター研究員 / 研究班代表）
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本共同研究は、第 1 期共同研究 ｢水辺の生活環境史｣

から引き続き、日本列島の沿岸域に広がる汽水域に注目

し、そこに暮らす人々の生活文化を記録するとともに、

「汽水文化」を提唱することを目的とする。また、その

過程において、非文字資料研究としての生活環境史の手

法を開拓する。

日本列島では、大河川の河口部や潟 ･ 内湾といった沿

岸環境の多くは淡水と海水が入り交じる汽水域となる。

そこは、従来、低湿なため人が暮らしにくい不毛の地、

新田開発などにより克服されるべき悪地として位置づけ

られてきた。しかし、現実にはそうした地にも人が暮ら

し、また一見悪条件だからこそ、それを乗りこえ、また

利用する民俗文化が形成されてきた。たとえば、淡水魚

とともに海水魚が棲息する汽水域では独特な漁撈技術が

みられるし、また水の制御がままならないからこそ、そ

れに順応したかたちでの低湿地農耕が発達している。さ

らに、そこは海から河川への船荷の積み替えがおこなわ

れるなど、水上交通の要地ともなっている。こうした汽

水域独特の文化要素を繋ぎ合わせ、日本列島の生活環境

史研究として総合化し、新たな視点から「汽水文化」の

解明を試みたい。

本研究は、近・現代における船上生活者の実態を追究

し、その歴史的変容について考察する。江戸時代、肥前

国や瀬戸内海には一年の大半を船の上で暮らす「家
え

船
ぶね

」

とよばれる船上生活者が存在した。長崎県の「大村郷村

記」によれば、五島灘に面する瀬戸村では、家船 63 艘、

人口 309 人がおり、かれらは三反帆ほどの船に乗り込

んで鮑漁などの漁業に従事したとある。

こうした伝統や習俗は、変貌を遂げつつも近代に入っ

ても受け継がれた。例えば、明治 2 年（1869）の「渋

江公雄文書」（長崎県大村市）からは、明治 20 年代に

瀬戸村の 2 家が「瀬戸家舟」であったことが確認され

る（写真）。

先の第二期の共同研究では、昭和 40 年代半ばごろ 

（1970 年前後）まで艀
はしけ

や

機帆船で石炭を主とする貨

物輸送に携わった北九州若

松洞海湾の船上生活者の実

態を解明した。第三期では、

長崎県を含む横浜や瀬戸内

海の船上生活者を対象に、

港湾荷役や学校制度などと

関連させながら、近代化の

一端を担った船上生活者の

性格を明らかにする。
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5. 汽水の生活環境史
安室　知（非文字資料研究センター研究員 / 研究班代表）
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6. �船上生活者の実態とその変容に関する
研究

田上　繁（非文字資料研究センター研究員 / 研究班代表）

家船の存在を示す明治期の記事


